








































 ディスカッション練習 2 では、再度フィッシュボウル形式の議論を行わせる。これによって前回の
指摘が反映されるため、2 回以上の議論を必須と強調された。 
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(3)情報収集/専門家ヒアリング および ブレインストーミング 
 続く(4)のプレゼンテーションのための情報収集などを行う。講義の場合もある。 




















業計画に向けての一助となれば幸いである。     （文責 FD･ICT 教育推進室 末本 哲雄) 
 
















 Wieman 教授は、21 世紀の教育では人間の記憶のメカニズムを理解した上での科学的な教育法が求め
られていると述べており、９月２８日の講演会では具体的な指針を聞くことができるであろう。 
（文責 大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
